


　これからの米子のまちのつくり方について、その基本となる考え方を条例としてまとめようと本市で自治基本条

例の検討が始まったのが平成２０年の４月のことでした。それから平成２４年３月の制定に至るまでの約４年間、

多くの市民の皆様からご意見をいただきながら、この条例を制定することができましたが、これもひとえに、

市民の皆様のご理解とご協力の賜物であり、ここに改めて感謝を申し上げる次第です。

　さて、近年一段と市民の皆様の価値観が多様化し、そして複雑化してきています。このような状況下におきましては、

今まで以上に皆様からのさまざまなご意見を伺いながら市政を行っていかなければならないと考えております。

　しかしながら、「まちづくり」には、市政だけでなく場合によっては自助や地域活動などの互助による「まちづくり」もございます。このような状況の

中で、本当に市民の皆様に満足していただけるような「まちづくり」というものは市だけでできるものではなく、やはり市民の皆様と市との連携と

協力が欠かせないと考えておりますし、そのための機運をいかに高めていくのかということが今後とても重要だと思っております。

　この条例の制定は、本市の新たなまちづくりの出発点であると考えています。この米子のまちが、これからも市民の皆様に「住んでよかった」

「住み続けたい」と思っていただけるように、みんなで力を合わせて「まちづくり」を進めていきましょう。

　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   平成２４年８月　　　米子市長　野　坂　康　夫

自治基本条例って、なんだろう？

まちづくり（自治）の範囲と順序

条例ができるとどうなるの？
自治基本条例って、なに？

自助 互助 公助

協働（連携・協力）

　自治基本条例は、まちづくりの主体である市民が、市民
同士、また行政や議会とともに役割と責任を分担し、手を
携えてより良いまちづくりを進めるための基本的な考え方
を定めた条例です。
　条例と言っても、その内容は市民の皆さんに特別な規制
を設けるものではありません。この条例は、より良いまち
づくりを進めるための基本的な考え方を定めたものです
ので、条例ができたからといって直ちに市民生活に影響を
及ぼすものではなく、これを機に、いろいろな活動を行っ
ていく中で、より良い米子のまちづくりに役立てていこう
とするものです。

　一人ひとりの価値観がさまざまに分かれ複雑になって
きている現代において、市民の皆さんが「住んでよかった」
また「住みたい」と思えるまちにしていくためには、市民の
皆さんと市役所が頑張っていく必要がありますが、ただ頑
張るだけでなく、市役所を含めたいろいろな組織や個人が
つながりを持って、有機的に機能していくことが求められ
ています。
　このような、これからのまちづくりの基本的な考えを、
みんなで理念として共有していくことが、これからのまち
づくりにとっては非常に重要であり、その内容を法として
まとめたものが自治基本条例です。

どうして条例が必要なの？

自らの責任において、
考え決めて行う活動。

自 助

自治会などの地域活
動。自助で解決できない
課題（地域課題など）を
解決するための活動。

互 助
行政機関などがする
活動。互助でも解決
できない課題を解決
するための活動。

公 助

互 助

公 助

自 助
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「まちづくり」って何だろう

　この条例の特色は、「まちづくり」をとても大きな視点で

とらえているところです。

　今までは一般的に、「まちづくり」は基本的に市の仕事（市政）だと考え

られてきましたが、よくよく考えてみると、この米子のまちの文化、

風土、人の気風などを形成しているのは、市ではなく、むしろ市民の

皆さんの日々の様々な活動であるという考えに行き着きます。

　このため、この条例では「まちづくり」を市の仕事という枠内に

とどめるのではなく、皆さん自身の日々の生活やお住まいの

地域の活動等、民間活動も含めて次のように定義するとともに、

身の回りの様々な活動に主体的に参加していただける人を

増やしていくことで、市民が主体となったまちづくりが進んでいく

としています。

※用語の解説

まちづくり
　この条例の「まちづくり」とは、市民が、地域住民と
して、自らの暮らす地域について考え、自ら決定し、
自ら責任をもって行うすべての活動と、それに加えて、
そうした市民の意思に基づいて、市が行う都市機能
の整備、サービスの提供などの活動を含めた米子市
の地域づくりのあらゆる活動のことです。

 この条例において「市」とは、地方公共団体としての
米子市のことをいい、具体的には、市長、議会
（議員）及び市職員（市長以外の事務部局の
職員を含む。）を指しています。
　このため、条例中の「市民と市」という表現は、
「市民、議会及び行政」という意味で用いています。

条例を読み解くポイント
POINT
1

　この条例の「市民」とは、地方自治法（第10条）の
「住民」と同じ意味であり、「米子市の区域内に
住所を有する者」です。

市  民

 この条例において「身近な地域」とは、小学校区、
又はそれよりも小さな自治会などの市民生活に
深い関わりを持つ区域のことです。

身近な地域

市

 この条例において「市政」とは、市が行う都市機能の
整備、サービスの提供など、まちづくりの内、市が
担う活動のことです。

市  政

2

















ネギ太

ネギ太

ネギ子

柏木さん

柏木さん

　そうなんだ。人と人との絆やつながり、支え合いといったものが、本当に大切なものであり、人が大変な困難に
直面したときには、人々の生きる支えになるということが、本当に不幸な出来事ではあったんだけれども、
この大震災によって再確認されたんだ。平和な日常生活の中では、なかなか気付きにくいことなんだけれどもね。
　みんなも知っているかと思うけれど、この大震災のときには、市役所や消防・警察などの公の機関が機能
しなくなった、無くなってしまった所もあったんだ。でもね、そんな状況になっても、地域・・・そこに人がいる限り
生活はあるんだよね。しかし、そこには市役所は無い。みんなで生きていくためには、互助しか、助け合いしか
ないんだ。だから、僕は、「自助」と「互助」が自治の原点だと思うんだ。

　とらえ方によっては、米子のまちっていうのは、一つの大きな組織とみることもできるんじゃないかな。
　市役所が主体となっての「まちづくり」でも「まちづくり」自体はできるかもしれない。けれどもね、それでは強い
組織にはならないと思うんだよ。そしてね、多くの人が満足できない、そんな結果が待っているんじゃないかと思うんだ。
　考えてもごらんよ。米子は、市役所だけで成り立っているまちじゃないんだ。米子には、市役所以外にも数多くの
組織があるし、１５万人もの人が暮らすまちだよね。市役所も含めた、そういった個々の組織やこのまちに暮らす
人々が、それぞれの責任において自らが考え決めて行動する・・・そういったことができるまちは本当に強いまち
だと思うし、何よりも個性豊かで魅力的なまちだと思うよ。そういうまちなら、僕たち市民も「住んで良かったなぁ」
「ここにずっと住みたいなぁ」と、今よりもずっとずっと強く思えるんじゃないかな。
　そういったまちにしていくためには、「まちづくり」をしていく上での各自の基本的な役割を、みんながしっかりと
理解しなきゃいけないし、みんなで連携協力していくことも大切だよね。なかなか難しいことだとは思うんだけど、
こういったことが出来ていけば言うことはないんじゃないかなと思うし、挑戦していくだけの価値はあると思うよ！

　本当にそうよね。市役所の人も言っていたんだけど、ああいう大きな災害があったときにこそ、
この自治基本条例が役に立ってほしい・・・こんなことを言っていたわ。
　あとね、大震災のときのように、「まちづくり」をしていく上でみんながどうしたら良いか
わからなくなってしまったときに、灯台のあかりのように、「まちづくり」をする私たちを
導いてくれる・・・、この条例をそんなものとして使ってほしいとも言っていたわ。

　ネギ太くん、良いことを言うわね。本当にそうよね。みんなも知っているように、米子のまちは、
山陰の商都と呼ばれ、元々、人々がいきいきと活動するまちなのよね。米子の人の気質として
「よし、私がやってやろう」っていう心意気のようなものを伝統として脈々と引き継いできて
いるんじゃないかしら。
　そういった意味で、他のまちの人よりも米子の人は自治に向いていると思うし、このことは
米子のまちの強みでもあると思うわ。

　「まちづくり」の原動力って、仕組みも大切だけど、やっぱり気持ちの部分っていうのが非常に
大きいと思う。それも自発的な気持ち。誰かにやれって言われて仕方なしにするんじゃなくて、
前向きに「よし、俺がやってやろう！」っていう気持ち。

よ～し！僕たちのまちのために、各自で出来ることを見つけてガンバロー！
今日から、僕もガンバルぞ！

ネギ子

みんなで「まちづくり」を…
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